








豊橋技術科学大学
メッセージ
工学分野の女性研究者比率は、世界的に見ても少ない傾向にあります。
平成27年に女性活躍推進法が制定され、女性が活躍しやすい環境づく
りが加速しています。工学分野でも女性が活躍できる社会になります
よう、皆様のこれからの活躍に期待しています。

特色
全国高専から3年次編入で入学する学生が8割を占める工学系大学です。
下図は女子編入学者の地域別の図です。留学生はマレーシアからが多
く、国内は全国各地から集まります。

女子学生向けの取り組み
１．女子学生特別支援奨学生：次世代リーダーとして活動的な女性学

生を支援する制度
２．優秀学生支援制度：男女問わず成績優秀者を支援する制度
３．女子寮完備
４．女子学生の研究成果発表：オープンキャンパスでポスター発表
５．めざましごはん：朝ご飯を200円で提供（学生や教職員も可）

教職員、地域向けの取り組み
１．テレワークの導入（教員対象）
２．大学行事、学会等での育児支援制度
３．プレゼン力アップ講座（地域の女性も対象）
４．17時以降の会議自粛
５．同窓会OG会（豊彩会）との連携

内容についての照会先
ダイバーシティ推進本部本部長 中野裕美
事務局：syokuin@office.tut.ac.jp
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岐阜大学工学部

取り組み
岐阜大学工学部「多様な人材参画推進室」では、
工学部に在籍する女子学生のネットワークづくりの
ために、定期的に分野・学科ごとに女子学生が集ま
る会を開くなど、様々な取り組みを実施しています。
有意義な学生生活のための取り組みの一部をご紹介
します。

1. 学生の国際会議発表における奨学金

学生が海外で開催される国際会議において発
表することに対して奨学金を支援することに
より、国際交流意識を高め、国際感覚を備え
た人材の養成を目指しています。毎年30名程
度の学生がこの奨学金を受けています。

2. 短期・長期留学と留学報告会
毎年多くの学生が工学部からの補助を受けて
短期（2か月程度）から長期（1年程度）で色
々な国の大学に留学しています。また、留学
体験について発表する報告会を開催すること
で、多くの学生に対して留学の魅力を発信し
ています。2017年には工学研究科生命工学専
攻の女子学生が1年間、アメリカのNa�onal
Ins�tutes of Healthに留学し、その報告会では
留学先での研究、生活、日米の違いやこれか
らの将来について語ってくれました。

問い合わせ先
岐阜大学工学部学務係（多様な人材参画推進室）

Tel: 058-293-2371, 2372     E-mail: gjen00028@jim.gifu-u.ac.jp

参加者へのメッセージ
オープンキャンパスでは現役女子大生による相談室
「リケジョのススメ」を開催しています。受験のこ
と、大学生活のことなど様々な疑問・質問にお答え
しますのでお気軽にご参加ください。



岐阜大学男女共同参画推進室 活動紹介

各 種 制 度 が 利 用 で き ま す。 ぜ ひ ご 活 用 く だ さ い。

女子学生と女性研究者の交流の場を大学会館２階に開設しています。男性教職員及び
男子学生によるご利用も歓迎します。

平日の ９：００～１６：００（スタッフ在室時に利用できます。）

女子大学院生が自分の研究内容や日々の研究生活、今の進路を選択する上できっかけとなった出来事や感じてき

たことなどについて、小中高校生を対象に講義をします。女子大学院生にとっては、自分自身の研究や社会的意義

を見つめ直す良い機会であり、研究発表のスキルアップにも役立ちます。また、子どもたちに研究者を身近に感じ

てもらい、科学への興味・関心を喚起することで研究者の裾野拡大を目指しています。

【対象】岐阜大学大学院修士課程および博士課程在籍の女子大学院生

関心のある方は、男女共同参画推進室にお問い合わせください。

照会依頼

採用

研究者

登録者（女性）

人財バンク

研究補助員等 研究者 研究補助員等 研究者

研究者

人財バンクは、研究支援者を求める学内研究者からの人材照会に速やかに対応できるように研究支援者候補を募るとともに、研究を中断して

いる女性研究者が研究補助員としての業務等を通じてその専門性を活かして再チャレンジできるよう支援することを目的としています。

学内研究者の方は、研究支援者をお探しの際に人財バンクを利用することがで

きます。人財バンクには、各種専攻を修めた大卒または準学士（短大・高専卒）

の方々が登録されています。ぜひご利用ください。

準学士（短大・高専卒）以上の学位を有する女性のご登録をお待ちしていま

す。大学での実験や各種実験機器の取り扱い経験がある方を歓迎します。

妊娠中の体調不良時の休息や、復職後に搾乳等を必要とする方が

優先して使用できる休憩室を設置しています。各部局の事務室（本部

は職員育成課男女共同参画係）にお問い合わせください。

研究補助員（研究支援者）配置制度

１～２月および７～８月頃に公募を行う予定です。

詳しくは男女共同参画推進室にお問い合わせください。

女性研究者および研究者を目指す女子学生

が生活上、学業上、進路選択上の悩みを抱

えた際に、同様の経験を乗り越えてきた先

輩研究者（メンター）に相談できる環境を提

供することで女性研究者の育成および研究

者としてのキャリア形成を支援する制度です。

カモミールカフェ（内線：3397）に利用をお申し込みく

ださい。※ご相談の内容等、秘密は厳守されます。

活動内容

本 部 棟 ２階 西側非常口横

教 育 学 部 Ａ棟１階 用務員室横

地 域 科 学 部 Ａ棟１階 用務員室横

医 学 部 本館２階 西側ラウンジ

看 護 学 科 新棟６階 618

工 学 部 Ａ棟１階 101

応 用 生 物 科 学 部 Ａ棟２階 応接室

出産・育児や介護等により研究時間の確保が困難な研究者に対し

て、研究データ解析、実験補助、統計処理等を行う補助員を配置し、
育児等と研究との両立を支援する目的で行うものです。この制度は、
育児や介護等をおこなう意思を持ち、申請資格条件を満たす男性
研究者も利用できます。

開室時間

利用者募集

利用方法

参加者募集

利用者募集

登録者募集

設置場所

カモミール・カフェ

・男女共同参画やキャリア形成、ワークライフバランスに関する図書や資料の閲覧・貸出

・キャリアガイダンスやセミナーの開催

・仕事と育児・介護の両立などに関する相談窓口

メンター制度

サイエンス夢追い人育成プロジェクト（女子大学院生による出前講義）

女性研究者支援のための岐阜大学人財バンク

女性優先休憩室

岐阜大学 男女共同参画推進室（管理部 人事労務課 男女共同参画推進事務室）

〒501 -1193   岐阜市柳戸1 -1
T E L：058-293-3397

FAX：058-293-3396
E-mail ：sankaku@gifu-u.ac.jp
U  R  L：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/

２０２０年９月











N.I.T.
Formula Project
～名古屋工業大学フォーミュラプロジェクト～

第17回学生フォーミュラ日本大会2019優勝
2019年8月に行われた学生フォーミュ
ラ日本大会では、国内外から100チーム
を超えるエントリーがある中、総合優勝
を獲得しました。
また、過去3年間の大会成績をもとに
作成される、学生フォーミュラ世界ラン
キングでは、世界2位(2019年12月発表)
を獲得しました。

学生フォーミュラとは N.I.T.
Formula Projectについて

学生フォーミュラでは、レーシングカー
の設計から製作までの全てを大学生で行っ
ています。学生フォーミュラは世界中で行
われており、日本大会は、毎年夏休みに開
催されます。
大会の審査項目は、動的審査と静的審査
の大きく2つに分けられ、2つの審査での
総合得点で、順位を競います。動的審査は
走行タイムを競う種目です。この時のドラ
イバーも学生が行います。静的審査は設計
が理論的に行われているか、車両製作にコ
ストがかかりすぎていないかなど、車の性
能以外のことが求められます。
つまり、速い車をつくったチームが勝つ

わけではなく、“ものづくりの総合力”が必
要とされる大会といわれています。

現在、1年生～4年生
までの20名(女子3名)
で活動しています。
学内にあるガレージ

で、ほぼ毎日、設計や
製作を行っています。
また、車両を設計・製
作してい中で、自分達
ではできないことがあ
れば、手伝ってもらっ
たり、教えてもらえる
企業を探して、お願い
をしに行ったりもしま
す。
1台の車を通して、

自動車の知識だけでな
く、ものづくりの基本
や、社会人となるうえ
で必要な力をつけてい
けるように、毎日、活
動に取り組んでいます。



N.I.T.-Formula Project
プロジェクトリーダー

八幡 美春（やはたみはる）
 名古屋工業大学 工学部 電気･機械工学科3年
 兵庫県出身
 小学校4年生から高校3年生まではバレー

ボール部に所属。
 高校生の時に、父がテレビで見ていたF1を

かっこいいと思い、モータースポーツ（車
やバイクのレース）に興味を持ったことが
きっかけとなり、大学1年生から学生フォー
ミュラの活動に参加。

 参加当初より、エンジン班として活動。2年生の秋からは
プロジェクトリーダーとしても活動。

F1･･･世界最高峰
のクルマのレース

「学生フォーミュラの活動内容や、始めるきっかけなど、
プロジェクトリーダーとして日本一になるまでをお話した
いと思います。」

「プロジェクトリーダーとして臨んだ学生フォーミュラ
：２０１９年優勝までの軌跡」

活動紹介



名古屋工業大学
女子学生団体彩綾～SAYA～

｜特色・取組等｜
名古屋工業大学 女子学生団体 彩綾～SAYA～は、名工大女子学生
の交流支援とキャリアサポートを目的に活動しています。彩綾と
いう名前には、いろいろな『彩(いろ)』(学年、学科)の名工女子が
『綾』織のようにしっかりとつながる、という意味が込められて
おり、他学科の友達や先輩たちとの交流を深めることができます。
また、自ら企画・運営に関わることで、将来仕事に必要な能力を
伸ばすこともできます。
主な活動として、企業と連携し、学内の就活イベントなどを行っ
ています。お菓子を食べながら理系企業の社員の方とお話しでき
るリケジョスイーツトーク、アイシン精機や村田製作所の工場見
学など、自分の目や耳で企業や社会人生活について知ることがで
きるイベントは、彩綾以外の学生にも人気です。
また、オープンキャンパスでの女子学生相談コーナー、子供向け
の実験イベントなど、たくさんの女子が工学に興味を持ってもら
えるような取り組みをしています。
もちろん、合宿、新歓など、彩綾の仲間たちと楽しめる機会もあ
ります!

｜参加者へのメッセージ｜
私たちと一緒に将来について考えるきっかけ作りを

してみませんか？

内容についての照会先
Twitter : @Saya_Nitech
E-mail : saya.nitech@gmail.com















今回、武藤先生と宮川先生にインタビューから

女性研究者として生の声を聞くことができまし

た。私は武藤先生と同じ情報系の分野に進みま

したが、動機は先生と同じく漠然と「できたら

かっこいいだろうな」というものでした。決し

て元からプログラミングやパソコン操作が得意

だったわけではありません。学生の中には確か

にそういったことが元から得意な人もいますが、

もちろん学校では一から教えてくれます。なに

もできない状態で入学しても先生と会話しなが

ら楽しく学ぶこともできるので、できないなり

にメリットはあると思います。さらに、今回の

インタビューで女性としての将来の生活を考え

たときに、子育てしながら自宅でできる作業が

他の分野よりも多いので情報学こそ女性として

ねらい目なのではと気づかされました。

　話は変わりますが、実際に物理や数学への苦

手意識を持つ子が多いなと学生ながら感じてい

ます。それぞれ苦手なことがあるのは仕方のな

いことだと思います。しかし、自分のやりたい

ことが理系の分野で行われているならば、理系

科目を諦めないでほしいです。私も最初は物理

が全く解けず、物理が得意な男子を見ては羨ま

しいと思っていましたが、彼らに教えてもらっ

たり先生に質問をたくさんしたりして自分の中

でわからない点を潰していきました。実際、大

学でもわからない点は友達によく聞いています。

周りには男の子しかいないので聞きにくいと感

じる子も中にはいるかもしれません。ですが、

男の子だからと言って躊躇う必要は全くなく、

むしろ同じ目標のある仲間としてたくさん話し

かけてみるべきだと思います。お互いに良い刺

激を受けられると思います。

　最後に、自分の素直な気持ちを大切にしてみ

てください。私も先生方とのインタビューを通

して、当時抱いていた純粋な工学への憧れを再

確認できてよかったです。私たちと一緒に憧れ

を追求する仲間、お待ちしています！

私がこのインタビュアーに応募したきっかけは、 

第一線で活躍する女性技術者からリアルな声を

聴くことは面白そうで、何か将来を考えるきっ

かけになるのではないかと思ったからです。 

実際にとても良い経験をさせてもらい 、本当に

応募してよかったと思います。

武藤先生は 、 人間が環境に適応して行動してい

く様子を研究されています。友人関係を増やす

ためにはどうしたらよいのかという研究は実際

工学とは無関係なように思え 、最初は不思議で

した 。 しかし、武藤先生からお話を伺って 、 研

究は身近なところから始まっていくのだと知り、

工学は全ての物事とつながっていると気づかさ

れました。また、武藤先生は「かっこいい」「仕

事 と家事が両立しやすいかも」というイメージ

で情報系の分野に進まれたそうです。 私も理系に

進んだのは、何となく物理や数学が得意な女子

はかっこいいな、 女性技術者ってかっこいいなと

いうイメージからでした。イメージは自分の人

生を選択していくうえで大切な要素になるのだ

なと思いました。

宮川先生へのインタビューでは、まず研究室と

実験室のギャップに驚きました。研究室はかわ

いい家具やポストが置いてあるのに対して、実

験室は研究室からは全く想像もつかないような、

大型機械やたくさんのレンズ、見たこともない

ような計算式が並んでいました。

また、 宮川先生の「女性だからといって自分の興

味や夢を諦める必要はない」という言葉が心に

残り、 勇気づけられました。

私は今回のインタビューを通して、女性研究者

からリアルな声を聞き、たくさんの刺激をもら

いました。これからも自分の言葉で工学の魅力

を語れるよう、 工学を学んでいくつもりです。

中学生や高校生の女の子たちには、自分の好き

なことや、面白いと思うことに純粋にまっすぐ

取り組んでほしいと思います。そして周りの大

人や、外の世界からいろいろなことを吸収して、 

自分の人生を自分の手で豊かに切り開いてほし

いと思います。

私は、今回、武藤先生と宮川先生へインタビュー

を行いました。理系の女子中高生向けとして工

学分野を中心に先生の研究内容をはじめ、なぜ

理系を選択したかや工学分野に行こうと思った

か、学生時代の話や工学の魅力について様々な

お話をお伺しました。

その中でも印象に残ったお話は、工学分野に進

んだ理由や工学の魅力に関するお話です。私自

身、理系の中でも工学分野に進んだ理由は、行

いたい研究があるということもありましたが、

高校時代は文系科目より理系科目の方がなんと

なく興味があるという大雑把な理由が一番でし

た。武藤先生に学生時代のお話をお伺いした際

に、武藤先生も文系科目より、理系科目が好き

なことや、情報分野はかっこいい印象があった

からということをおっしゃられていました。理

系分野や特に工学へ進学することに関しては、

ある程度具体的な目標などが必要だと考えてい

ましたが、宮川先生のインタビューの際に、大

学進学後でも新たな目標を見つけることができ

るというお話を聞き、工学部の堅いイメージが

少し和らいだ気がしました。さらに、工学の魅

力として、工学は生活と密接な関係にあり、そ

れこそが工学の魅力だと感じることができまし

た。また、宮川先生がおっしゃられていた工学

分野にとらわれず、女性がやりたいことができ

る社会をつくることやお二人とも女性の研究者

だからというわけではなく、一人の研究者とし

てという強い気持ちを感じることができました。

理系の中でもやや堅いイメージがある工学分野

ですが、工学は理系分野のみならず様々な分野

に結びつけることができる幅広い学問だと思い

ます。工学は日常生活で使用されている様々な

物やシステムなどに繋がっています。今回のイ

ンタビューを通じて、工学分野の魅力や工学に

対するイメージが変わり、新たな視点を得るこ

とができたと思います。様々なお話を聞くこと

ができ、とても楽しかったです。

創造工学教育課程情報・社会コース

メディア情報分野　1年　山田美晴

創造工学教育課程情報・社会コース

知能情報分野　1年　中村美音

創造工学教育課程材料・エネルギーコース

機械工学分野　1年　栗本佳歩
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た。私は武藤先生と同じ情報系の分野に進みま

したが、動機は先生と同じく漠然と「できたら

かっこいいだろうな」というものでした。決し

て元からプログラミングやパソコン操作が得意

だったわけではありません。学生の中には確か

にそういったことが元から得意な人もいますが、

もちろん学校では一から教えてくれます。なに

もできない状態で入学しても先生と会話しなが

ら楽しく学ぶこともできるので、できないなり

にメリットはあると思います。さらに、今回の

インタビューで女性としての将来の生活を考え

たときに、子育てしながら自宅でできる作業が

他の分野よりも多いので情報学こそ女性として

ねらい目なのではと気づかされました。

　話は変わりますが、実際に物理や数学への苦

手意識を持つ子が多いなと学生ながら感じてい

ます。それぞれ苦手なことがあるのは仕方のな

いことだと思います。しかし、自分のやりたい

ことが理系の分野で行われているならば、理系

科目を諦めないでほしいです。私も最初は物理

が全く解けず、物理が得意な男子を見ては羨ま

しいと思っていましたが、彼らに教えてもらっ

たり先生に質問をたくさんしたりして自分の中

でわからない点を潰していきました。実際、大

学でもわからない点は友達によく聞いています。

周りには男の子しかいないので聞きにくいと感

じる子も中にはいるかもしれません。ですが、

男の子だからと言って躊躇う必要は全くなく、

むしろ同じ目標のある仲間としてたくさん話し

かけてみるべきだと思います。お互いに良い刺

激を受けられると思います。

　最後に、自分の素直な気持ちを大切にしてみ

てください。私も先生方とのインタビューを通

して、当時抱いていた純粋な工学への憧れを再

確認できてよかったです。私たちと一緒に憧れ

を追求する仲間、お待ちしています！

私がこのインタビュアーに応募したきっかけは、 

第一線で活躍する女性技術者からリアルな声を

聴くことは面白そうで、何か将来を考えるきっ

かけになるのではないかと思ったからです。 

実際にとても良い経験をさせてもらい 、本当に

応募してよかったと思います。

武藤先生は 、 人間が環境に適応して行動してい

く様子を研究されています。友人関係を増やす

ためにはどうしたらよいのかという研究は実際

工学とは無関係なように思え 、最初は不思議で

した 。 しかし、武藤先生からお話を伺って 、 研

究は身近なところから始まっていくのだと知り、

工学は全ての物事とつながっていると気づかさ

れました。また、武藤先生は「かっこいい」「仕

事 と家事が両立しやすいかも」というイメージ

で情報系の分野に進まれたそうです。 私も理系に

進んだのは、何となく物理や数学が得意な女子

はかっこいいな、 女性技術者ってかっこいいなと

いうイメージからでした。イメージは自分の人

生を選択していくうえで大切な要素になるのだ

なと思いました。

宮川先生へのインタビューでは、まず研究室と

実験室のギャップに驚きました。研究室はかわ

いい家具やポストが置いてあるのに対して、実

験室は研究室からは全く想像もつかないような、

大型機械やたくさんのレンズ、見たこともない

ような計算式が並んでいました。

また、 宮川先生の「女性だからといって自分の興

味や夢を諦める必要はない」という言葉が心に

残り、 勇気づけられました。

私は今回のインタビューを通して、女性研究者

からリアルな声を聞き、たくさんの刺激をもら

いました。これからも自分の言葉で工学の魅力

を語れるよう、 工学を学んでいくつもりです。

中学生や高校生の女の子たちには、自分の好き

なことや、面白いと思うことに純粋にまっすぐ

取り組んでほしいと思います。そして周りの大

人や、外の世界からいろいろなことを吸収して、 

自分の人生を自分の手で豊かに切り開いてほし

いと思います。

私は、今回、武藤先生と宮川先生へインタビュー

を行いました。理系の女子中高生向けとして工

学分野を中心に先生の研究内容をはじめ、なぜ

理系を選択したかや工学分野に行こうと思った

か、学生時代の話や工学の魅力について様々な

お話をお伺しました。

その中でも印象に残ったお話は、工学分野に進

んだ理由や工学の魅力に関するお話です。私自

身、理系の中でも工学分野に進んだ理由は、行

いたい研究があるということもありましたが、

高校時代は文系科目より理系科目の方がなんと

なく興味があるという大雑把な理由が一番でし

た。武藤先生に学生時代のお話をお伺いした際

に、武藤先生も文系科目より、理系科目が好き

なことや、情報分野はかっこいい印象があった

からということをおっしゃられていました。理

系分野や特に工学へ進学することに関しては、

ある程度具体的な目標などが必要だと考えてい

ましたが、宮川先生のインタビューの際に、大

学進学後でも新たな目標を見つけることができ

るというお話を聞き、工学部の堅いイメージが

少し和らいだ気がしました。さらに、工学の魅

力として、工学は生活と密接な関係にあり、そ

れこそが工学の魅力だと感じることができまし

た。また、宮川先生がおっしゃられていた工学

分野にとらわれず、女性がやりたいことができ

る社会をつくることやお二人とも女性の研究者

だからというわけではなく、一人の研究者とし

てという強い気持ちを感じることができました。

理系の中でもやや堅いイメージがある工学分野

ですが、工学は理系分野のみならず様々な分野

に結びつけることができる幅広い学問だと思い

ます。工学は日常生活で使用されている様々な

物やシステムなどに繋がっています。今回のイ

ンタビューを通じて、工学分野の魅力や工学に

対するイメージが変わり、新たな視点を得るこ

とができたと思います。様々なお話を聞くこと

ができ、とても楽しかったです。
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